
P R O F I L E

巻 頭 言

白い画用紙

　心の中の画用紙が真っ白なころは、誰でもこうだったに違いない。

　みんなに愛されて、みんなを愛せる人でありたい。

　みんなによい人に見られたい。

　みんなにほめられるためなら苦労も厭わない。

　幸せな日々を送りたいし、他人の幸せも願える自分でありたい。

　誰でも初めからほめられたくない人などいないはずだ。

　でも、画用紙にはいろんな絵が描かれていく。色が混ざりあい、き

れいな色が生まれる場所もあるし、濁った色になる場所もある。時に

は優越感に浸り、自慢し、人を蔑み、または羨み、妬み、そして争う

気持も生まれてくる。

　ボクの童話作品の『あらしのよるに』は、真っ暗でお互い声だけし

かわからない場面から始まる。わからないから相手に対して先入観の

部分は真っ白な画用紙のようなものである。

　そして嵐の夜と暗闇と一人ぼっちの不安から、相手の存在を求めあ

い会話していく。そんな状態だったら、たとえ相手が天敵であろうと

心が通じるのだろう、というお話である。

　これを人間に例えれば、敵国の相手との話、民族の違う相手との話、

階級の違う相手、貧富の違い、近所の大嫌いなおばさん同士の話、禁

じられた恋の話等々、読む人の取り方はさまざまだ。

　ただ一つ言えるのは、先入観の部分だけでも真っ白にしてつきあっ

てみたら、もともと持っていたきれい色でつきあえるのかもしれない

ということだ。先入観に更なる先入観を重ねてお互いの戦力を強化し

ていく先には、破滅しか待っていない。

　世界中の人間の一人ひとりは、初めはみんないい人で愛される人に

なりたいと思っていたはずなのだから。
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